
                   

３人に１人は７０歳以上の老々介護

60～69
歳, 674,

28%

80歳以
上, 386
名, 16%

70～79
歳, 483
名, 20%

50歳未
満, 213,

9%

50～59
歳, 686,

27%

H.19.12

諏訪広域連合
の調査

主な介護者
 の年齢は
   (回答者)

  2,442名

在宅介護は配偶者と子供が多い

配偶者,
912名,
37%

子供の
配偶者,
474名,
19%

子供,
905名,
37%

その他の
家族・親
族, 179,

7%
主な介護者
 の続柄は
 （回答者）
  2,470名

H.19.12

諏訪広域連
合の調査
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親の介護は50,60歳代、夫や妻は70,80歳代の老々介護 

男性の介護者も３割近い 

 「介護は嫁の仕事という」古くからの通念は変わり、介護者の２０％弱になりま

した。代わって男性が、主な介護者の 28.9％と約３割を占めるようになりました。

配偶者による老々介護と、５０～６０歳代の実の子供の介護者が共に３７％を占め、

両者併せて７４％と４分の３になりました。高齢者夫婦世帯が増えるなかで配偶者

を介護する男性や、親を介護する男性が増えています。 

６5歳女性の平均余命が８９歳（長野県）と寿命が長くなるなかで、介護を受け

る方の多くは８０歳、９０歳代になりました。そこで介護をする配偶者の年齢も当

然高くなり、７０歳以上の介護者が３６％と３人に１人となり、８０歳以上という

高齢の方も１６％います。年老いてから配偶者の介護をする老々介護世帯ばかりで

はなく、共に要介護者の夫婦世帯、共に認知症の認認介護世帯の増えていることが

大きな問題になっており、安心して暮らせる介護制度や福祉制度が望まれます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


